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六甲星兇塁の論難・白璽六角形の建物が槻測豪
る答であった
けれど＝案外そ
れが川歯す・，
細かなノ所’でト
ケ雨湿直した
外，どの国使
ひ易くなった
かは疑問であ
る．　Brasliじ11r
機ノ弱ミ理をあまi）慮Illしすぎて居るので，前luJのは微動が：査く不出來であっ
た．／i、度のは，この黙が最も改良さ」，tてるる．然し．根イく的でない責任は免れ．
ない．筒の廻縛は介後25Cn1以上には，　LLボレピ’を使用して‘ま如何かと思
って居る．現在でITレクラン．プを締めたままでは，動ずとき時計に悪い影響か來
る．結局屈折の様に仰向いて見ることが多い．考へねば’ならぬと思って居る。
　鏡の方は僕が行ひ，26Cmが之れで．．．二個1［であったため，前i巳1よりよく出
來たと思って居るが，中央胴こは山が出來た．焦鮎内外線には之が見られる．
然し，鏡線を支配する所には，急な階段も出証す，端の負修IEは弧すぎたが
甚だしいunderの線は出來ないと思って居る．然し，鏡は他の公’i’cな経験者
に線を見て貰ってからでたいと，作者のi㌃は軍に蓼考にttでとして置くべき
であろう．ノ1く諏の方が自↑・曼1¶1來る作品であったが，切り取る時に破ったのは
残念であった．身龍が元三りにになれ．ば，作り直す心積で居る・
　据付けのカ’は自分が見て届ないのと，これは僕よりも立派な批評叉｛ま紹介
19z） 六甲星見毫の催部氏の新反射赤道儀 天界　167
新設された六甲星見塁（胴部氏宅）の望遠鏡
K一に御譲りした方がよいだろう．
今，望遠鏡を重ねて：紹介すれば：
　鏡　　面　　試　　験
T　I端（1・L）・5・・nmの帯）副｝・00
125mm　　　　　　　O．哺
l　iO　十〇．i）S）
9ろ　　　　　　　　　十〇．川
so　一．　o．el
i］；）　．t－o．o．t
j・）　一〇．o；一）
：；r）　一Lo．：｝・t
L）O　十〇．O．　L）
國産反射赤道儀，運傳時6r付き．
口径は31cm（組，鏡は暫くL’（1・：v　cm　l・’　209
Cmを使川）F240　q1・位・
副鐘は15um屈折，　F　255　c11L
型式は花山の13mshear　25じ111型．近江の飯
野氏のものと殆／しど同型（天界159號参照）
光學部以外は西村製作所製．
遊星断，掩蔽，太陽寓眞が観測の主目的
着工は1！）：；4年8月中旬
星霞…成ζま1934『㍉12刀L）9，四
　一一翻したいのは，咋年中にこの種のものをノく文界にτ二個も迎へたことであ
った．lll村氏が居られたら如何に慶ばれたかア氏が反射製作の草分けをしら
），したのであったが，漸くその果が今頃ぼつぼつ出て來た様な氣がする．いつ
れ僕iがやったので，闇闇も多くあると思ぴ荏部氏にも申i澤ないと思って居る・
だが，若しこうしたのが今後増加して三界に野獣があれば，名碁は故人に蹄
し，成果がなければ自分の不徳に負ふて然るべきだと思ふ，（1935甲1，月1賑己）
